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「京都大学低温物質科学研究センター誌（LTMセンター誌）」への投稿

のお誘い並びに原稿の作成要領 
Call for Manuscripts for 

"Low Temperature and Materials Sciences (Kyoto University)"  
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1京都大学大学院理学研究科，2京都大学低温物質科学研究センター 
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所属の後にAbstractを数行、英文で書いてください． 

1. はじめに 

 「京都大学低温物質科学研究センター誌（通称：LTMセンター誌，英文名：Low Temperature and 
Materials Sciences (Kyoto University)）では，低温物質科学研究センターが提供する寒剤・共通機器

の利用者の皆様や関係者の皆様より「研究ノート｣,「技術ノート｣,「サロン」への投稿を歓迎いた

します．投稿されました原稿は，編集委員会で審議のうえ掲載の可否を決定いたします．投稿に

あたっては，電子ファイルを下記 † 宛にお送りください．また，併せて印刷原稿も † 宛に郵送ま

たは持参いただきますようお願いいたします．初校刷りは電子ファイルより作成しますので，以

下第 2 章を御参照のうえMS-Wordを用いて作成してください．InDesignまたはQuarkXPressのファ

イルでも結構です．なお，編集委員会からの原稿依頼も行いますので，依頼させていただいた際

にはよろしくお願い申し上げます． 
 
2. 原稿の作成要領 

A4用紙の上下左右に25 mmずつマージンをとって，和文表題，英文表題，和文著者・所属，英文著

者・所属，アブストラクト(英文)，本文，参考文献，著者写真（35mm(幅)×40mm(高さ)），著者略歴

の順に記述してください．本文は 1 行あたり全角45文字， 1 ページあたり40行を基準にしてください．

漢字・かな・カナにはMS明朝，英字・数字にはTimes New Roman，本文中の見出しにはMSゴシック

（またはこれらに準じる書体）を使用してください．表題は14 point，著者・所属は12 point，本文は

10.5 point，図・表のキャプションは10 point の文字を用いてください．表題の前に空行を 3 行入れて

ください．本文中，物理記号を表す記号は斜体（イタリック），単位記号は立体（ローマン）で表記

し，物理量と単位の間や数字と記号の間にはスペースを 1 個入れてください．また，章の間にもスペ

ースを 1 行設けてください．句読点は「．，」に統一してください． 
図は高解像度のものを本文中に貼り付けてください．カラー印刷が可能ですので，できるだけカラ

ーの図を使用してください．その他の細部については，本稿ならびに下記Ref. [1,2] のスタイルを参考

にしてください． 
  

参 考 文 献 

[引用番号] 著者名, 雑誌名, 巻数, 最初のページ番号, 年の順でお願いします． 

例） 
 [1] 寺嶋孝仁, 京都大学低温物質科学研究センター誌 8, 26 (2005). 
 [2] K. Mibu, Low Temperature and Materials Sciences (Kyoto University) 1, 13 (2003).  
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Tel:0774-38-4530  Fax:0774-38-4550 E-mail:terashim@scl.kyoto-u.ac.jp(寺嶋孝仁) 



 

LTM センター誌は，皆様からの投稿されました記事によって成り立っております．

投稿されました原稿は，編集委員会で審議を行い，ときには改訂をお願いしておりま

す．執筆者の方々には，大変な労力をお願いすることになりますが，専門誌で議論さ

れています最先端の内容を，日本語でしかも専門外の人でもわかりやすく書かれたレ

ビューというのは案外貴重なものだと思います．編集委員としましては，専門分野以

外の記事を少しでも読みやすくするために，努力をしてまいりますので，今後とも皆

様のご協力をよろしくお願いいたします． 

T. S.  
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第 10 号 サロン記事訂正 

P. 34, 英文要旨 3 行目；1963＞ 1965 

P. 34, 本文 最下行：Kamelign-Onnes > Heike Kamerlingh Onnes 

P. 35, 22 行目：井口洋介 ＞ 井口洋夫 

なお，井口洋夫先生（東京大学名誉教授，宇宙航空研究開発機構顧問）の 

第 23 回（2007 年）京都賞受賞が決定されました事をお慶び申し上げます． 

P. 36, 下から 5 行目，1997 年 ＞ 1973 年 

P.37, 17 行目、1997 年＞ 1993 年 

P. 37, 下から 10 行目，理学部分析解析センター ＞ 理学部附属機器分析センター 

P. 37, 最下行，京大 ＞ 京大と分子研 

なお，本記事の液化機設置等の年月日は，予算（大体が補正予算）がついた会 

計年度，完成検査完了年や液化ヘリウム供給開始年月でずれがあり，また旅行 

先で私の記憶で書いた記事でありますので，正確ではありません． 

（水崎記） 




